
趣味の種 
                                                        校長  柿埜 哲男 

 

 ２学期の終わりに、３年生の音楽の授業で日本の伝統音楽の学習があった。生徒に生の音楽に触れて

もらいたいと思い、私が趣味にしている尺八を披露した。お正月にテレビやショッピングセンターでＢ

ＧＭとして流れている音色しか知らないという人も多い楽器である。 

 私の中高生時代を振り返ってみると、色々なことに興味はあったが、これといった趣味があったわけ

ではなく、自信をもって「趣味は○○です」と答えることができなかった。人前で発表することが苦手

で、緊張することも多く、引っ込み思案なところがあったと思う。 

 しかし、尺八という趣味に出会ったことで、環境が一変した。大学時代に私はこの尺八と出会った。

サークルの勧誘でたまたま邦楽部（日本の伝統音楽を楽しんだり、演奏したりする部）を体験したとき

に、偶然にも、すぐに音を出すことができたのである。通常、音を出すだけで１週間以上かかると言わ

れる楽器であったが、単純な私は、「これは運命なんだ！」と思い込んでしまい、それ以来、尺八の魅力

にはまってしまったのである。 

 尺八について少し解説すると、尺八は真竹（まだけ）という竹の根っこに近い部分を材料として作ら

れている管楽器である。日本古来の楽器で、基本が一尺八寸の長さなので尺八と言われている。尺八は、

息の入れ方で高音と低音が鳴り、高音はフルートのような音なのに、低音ではサックスさながらの枯れ

た音が出ることが魅力で、それがなんとたった５つの穴で表現されるのである。ものづくりが好きな私

が、日本の伝統音楽の奥深さに一層刺激された部分である。 

 入門以来、一生懸命練習した成果を大きなステージで演奏したり、冠婚葬祭で多くの人の前で披露し

たりする経験を繰り返す中で、さらなる喜びや自信が生まれたのだと思う。飽きっぽい私が３０年以上

も続け、都山流尺八の師範になることができたのである。 

 趣味は、その人の生きるスタイルを形づくるのではない

かと考える。ぜひ、若いうちに何事にも恐れずにチャレン

ジしてほしい。ちょっとした出会いが、自分の人生を大き

く変えるチャンスになるかもしれない。まずは、何でもや

ってみて判断することが大切だと考える。「趣味の種」をい

っぱい植え、じっくりと育てることが、将来、美しい花を

咲かせることにつながるのではないかと思う。 
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１月予定表 

１ 水 元日  閉庁日  １７ 金  

２  木 閉庁日  １８ 土  

３ 金 閉庁日 
 

１９ 日 
越中万葉かるた大会（ウイング・ウイ
ング） 

４ 土  
 

２０ 月 
小中合同アウトメディア週間 
（～２４日） 

５ 日   ２１ 火  

６ 月   ２２ 水  

７ 火   ２３ 木  

８ 水 始業式・書初大会  ２４ 金 金融出前授業（5・6 限） 

９ 木 
復習テスト（社・国・英） 
給食開始 

 
２５ 土  

１０ 金 復習テスト（理・数）  ２６ 日  

１１ 土 高岡地区アンサンブルコンテスト  ２７ 月  

１２ 日   ２８ 火  

１３ 月 成人の日  ２９ 水  

１４ 火   ３０ 木  

１５ 水   ３１ 金  

１６ 木  

 

 

 
１年の抱負 

勇往邁進（ゆうおうまいしん） 

         二年一組 梅澤 歩央 

 僕の今年の抱負は「勇往邁進」です。これは「困難を恐れず、目的や目標に向かって突き進む。」という

意味の四字熟語です。この言葉を抱負にした理由は、三つあります。 

 一つ目は、常に目的や目標を意識して行動できるようになりたいからです。これまでの僕は、テスト前に

テストの目標を立て、その期間は一生懸命に勉強していました。しかし、テストが終わると学習の目標がな

くなり、やる気をなくすことがありました。今年は受験生になるので、「志望校合格」という大きな目標を

立てようと思います。その目標を紙に書き、いつも見えるところに貼り、モチベーションを保とうと思いま

す。そして、テスト前だけでなく、常に授業や家庭学習にやる気をもって取り組んでいきたいです。 

 二つ目は、苦しい状況でも決してあきらめない心をもちたいからです。僕は、ソフトテニス部に所属して

います。日々、練習を頑張っていますが、試合では緊張して本来の力を発揮できないことがありました。試

合中、どんどん点を取られ、「もう無理だ」と、あきらめそうになることが何度もありました。今年はその

ようなことがないよう、練習中から誰よりも根気強くボールを追いかけていこうと思います。 

 三つ目は、何事にも自分から積極的に挑戦したいからです。昨年の前期、僕は委員会や学級の役職に、 

「大変そう」というイメージから、立候補しませんでした。しかし、後期に生徒会に入り、多くの人と関わ

り様々な活動に取り組みました。そして、忙しいながらも充実した学校生活を送ることができました。この

経験から、何事も固定観念にとらわれず挑戦することで、新たなやりがいを発見することができると思い

ました。 

 この三つのことを実現するために、「勇往邁進」の精神をもって、日々努力していきます。 


